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13 「第四回日韓神学者学術会議」について

「
第
四
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議
」
に
つ
い
て

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
副
所
長
・
所
長
代
行 

阿
久
戸　

光
晴

二
〇
一
四
年
一
一
月
七
日
（
金
）、
聖
学
院
大
学
と
韓
国
長
老
会
神
学
大
学
校
に
よ
る
第
四
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議
の
「
日
韓
神
学
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
四
」
が
聖
学
院
大
学
に
て
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
九
月
に
聖
学
院
大
学
・
大
学
院
・
総
合
研
究
所
と
韓
国
長
老
会
神
学
大
学
校
と
の
間
に
交
流
協
定
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
時
、

長
老
会
神
学
大
学
校
か
ら
「
日
韓
神
学
者
学
術
会
議
」
の
提
案
が
あ
り
、
第
一
回
は
二
〇
〇
九
年
三
月
一
〇
日
、
ソ
ウ
ル
・
長
老
会
神
学
大

学
校
に
て
行
わ
れ
、
主
題
は
「
欧
米
神
学
と
ア
ジ
ア
神
学
」
で
あ
っ
た
。
第
二
回
は
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
、
聖
学
院
大
学
（
聖
学
院
本

部
会
議
室
）
に
お
い
て
、「
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」
を
主
題
と
し
て
行
わ
れ
た
。
第
三
回
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
、

ソ
ウ
ル
・
長
老
会
神
学
大
学
校
に
お
い
て
、「
現
代
に
お
け
る
苦
難
の
問
題
――
大
災
害
、
悲
嘆
、
死
」
を
主
題
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
で
は
、
長
老
会
神
学
大
学
校
と
の
協
定
に
基
づ
き
、「
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
交
流
（
関
係
）
史
に
関
す

る
日
韓
共
同
研
究
」
を
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
年
度
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
共
同
研
究
の
成
果
は
順
次
『
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
。
共

同
研
究
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
紀
要
』
五
五
号
別
冊
（「
日
韓
教
会
交
流
史
」
特
集
号
）「
は
じ
め
に
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
、
両
大
学
の
学
生
が
相
互
訪
問
す
る
学
生
交
流
も
始
め
ら
れ
た
。
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
八
日
に
は
、
長
老
会
神
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学
大
学
校
の
金
明
容
総
長
先
生
が
、
聖
学
院
大
学
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
説
教
の
た
め
に
ご
来
日
く
だ
さ
り
、
そ
の
機
会
に
併
せ
て
学
術
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、「
教
会
と
政
治
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講
演
の
翻
訳
は
『
紀
要
』
五
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
の
尊
厳
の
確
立
」
を
主
題
に
し
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
玄
曜
翰
（
ヒ
ョ
ン
・
ヨ
ハ
ン
）
長
老
会
神
学
大
学
校
教
授
に
奨

励
を
い
た
だ
い
た
チ
ャ
ペ
ル
で
の
全
学
礼
拝
に
続
い
て
、
聖
学
院
大
学
ヴ
ェ
リ
タ
ス
館
教
授
会
室
で
行
わ
れ
た
。
開
会
挨
拶
で
姜
尚
中
学
長

は
、
東
日
本
大
震
災
と
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
韓
国
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件
の
共
時
性
に
触
れ
、
い
の
ち
の
尊
厳
は
あ
る
の
か
？
と
問
い
か
け
ら

れ
、
尊
厳
と
は
、
一
人
の
人
間
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
感
覚
（Sense of self im

portance

）
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
も
た
ら

さ
れ
る
た
め
の
、
悲
し
む
こ
と
、
苦
し
む
こ
と
、
悩
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
霊
的
な
も
の
の
存
在
に
触
れ
ら
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、
聖
学
院
大
学
の
菊
地
順
教
授
（
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）
の
司
会
、
鄭
鎬
碩
特
任
講
師
の
通
訳
に
よ
り
、
窪
寺
俊
之
教

授
の
講
演
「
傷
つ
い
た
魂
へ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
と
、
そ
れ
に
対
す
る
尹
哲
旲
（
ユ
ン
・
チ
ョ
ル
ホ
）
長
老
会
神
学
大
学
校
教
授
に

よ
る
コ
メ
ン
ト
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
も
交
え
た
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

続
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
、
窪
寺
俊
之
教
授
の
司
会
の
も
と
、
鄭
鎬
碩
特
任
講
師
の
通
訳
に
よ
り
、
朴
成
奎
（
パ
ク
・
ソ
ン
ギ
ュ
）
長
老

会
神
学
大
学
校
助
教
授
に
よ
る
「
生
命
の
危
機
的
時
代
に
い
の
ち
の
尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
の
神
学
的
対
案
の
模
索
」
と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。
講
演
後
、
姜
尚
中
学
長
お
よ
び
阿
久
戸
光
晴
よ
り
コ
メ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
学
術
的
対
話
が
続
け
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
。




